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文責：松本 卓也

挑め ～成長への第一歩～

令和 5 年度の生徒会テーマです。新年度がスタートして 2 週間、第一歩を踏み出す姿がさま
ざまな場面で見られています。

【学習面】全国および八代市学力・学習状況調査に向け、朝自習では黙々と自主学習や復習
に取り組む姿が見られました。調査終了後には、「英語が難しかった～！」「社会は割とで
きました！」等々、いろいろな感想が聞かれました。

【運動面】18 日（火）からスタートした「朝ランニング」、１年生も早速参加してくれまし
た。朝ランニングには、体力向上や幸せホルモンとも呼ばれるセロトニンの分泌量を増や
す、早起きの習慣が身につく等々、良いことづくしです。自由参加ですが、少し早起きし
て参加してみませんか？保護者の方からのお声かけをよろしくお願いします。

【委員会活動】14 日（金）、第 1 回専門委員会を開きました。1 年生を迎え、委員長から「各
委員会の目的、年間活動内容」の説明が行われた後、早速、消毒液の補充やプランターの
移動、5 月 20 日（土）開催の小中合同運動会に向けての活動等に取り組んでくれました。

「活気あふれる
学校」「温かい学
校」「最後まで責
任を持って取り組
む学校」にするた
めに、 1 年生をリ
ードする 2･3 年生
の意識の高さを感
じました。今後の
活躍が楽しみです。

家庭訪問 お世話になりました。 令和５年度の職員を紹介します

今週４日間にわたり、家庭訪問を実施しま １年主任 萩本英輝 副教務 福島綾子
した。お忙しい中、時間の都合をつけていた 担任 丸山喬大 事務主査 松下佳子
だきありがとうございました。短い時間では ２年主任 竹尾衣井子 養護教諭 中川昇子
ありましたが、保護者の方と担任が 担任 中岡 恵 学校施設用務員 宮崎和喜
直接話のできる貴重な時間になりま わかあゆ担任 井上美紀 学校図書支援員 上野真由美
した。子どもたちの学校や家庭での ３年主任 本田昌美 ALT Harris Bethany Rose
様子、良さや課題等、情報交換がで 担任 寄元 岳 教頭 森永真史
きたと思います。これからも，学校 教務主任 笹渕 理 校長 松本卓也
と家庭の両輪で協力し合っていけた 16 名の職員で、「自律貢献」できる
らと思っております。気がかりなこ 生徒の育成を目指します。
とがありましたら、ご相談ください。 どうぞよろしくお願いします。

【編集後記】 「熊本地震から7年・・・」

▼震度 7 の地震を 2 度観測し、甚大な被害をもたらした熊本地震から 7 年
が経過しました。震災の年の 2016 年に生まれた子どもたちは小学生になり
ました。唯一残っていた益城町の仮設団地は閉鎖に、一部で運休していた
南阿蘇鉄道は 7 月に全線開通へと、復興は一歩ずつ進んでいます。▼一方、
今年実施されたアンケートで熊本市民の 6 割が「地震の記憶を忘れがち」
と回答しました。県庁で行われた追悼式では、遺族の方が、「常に防災の
視点を持ちながらしっかりと日頃の備えをすることは、皆が助け合って生きる社会の大きな力
になると私は信じています」と防災意識の重要性を強調しました。▼地震後の厳しい避難生活
において、当時の子どもたちは、自分にできることを探し、周りの人を助け、自ら立ち上がり、
動き出しました。そのような「助けあい、励ましあい、志高く」という熊本の子どもたちの姿
は、ずっと語り継ぐべきものだと考えています。そして、目の前の子どもたちの姿は、私たち
の希望です。▼私たちの責務として、熊本地震の経験や教訓を学び、風化させず確実に後世に
伝承するとともに、災害から命を守る意識と行動力を育てていきたいと思います。

※ご意見や感想をお待ちしています。「見ました」の一言でも構いません。
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